（３）学制の概要
学制のあらまし　　　　　○　　大中小学区の事

（管理体制の区割）　　（１）　全国を８大学区（のち大学区となる）となし、区ごとに大学１か所を置く。中国地方は第４大学区に属し、その本部は広島に置かれた。

（２）　各大学区を３２中学校区に分け、各中学校区に中学校１か所を置く。また各中学校区をそれぞれ２１０小学校区とし、各小学校区に小学校１か所を置く。すなわち全国を通し、２５６中学校、５３,７６０小学校となる。

（３）　各大学区に督学局を置き、区内の学事を監督指導させる。また各中学校区に学区取締り１０名～１２、３名を置き、各１人２０～３０の小学校区を分担して監督指導にあたらせる。
（学校の種類と教　　　　○　　学校の事

科内容）　　　　　　　（１）　学校系統を１本にし、小学、中学、大学の３段階にしたこと。

　　　　　　　　　　　（２）　小学校は「必ず学ずんばあるべからざるものとす」といっているが、まだ義務教育とは言っていない。尋常小学校、女児小学校、村落小学校、貧人小学校、小学私塾、幼稚小学等の種類がある。
尋常小学校は上下２等に分れ修業年限は各４年である。教科は、

字綴、単語、会話（読）、読本、修身、書牘文、文法、算術、養生法、地学大意、体術、唱歌とする。
上等小学校は以上の教科のほかに、史学体意、幾何学大意、罫画大意、化学大意、生物学大意等を加える。なお外国語、記簿法、図画、政体大意等を適宜加除して教えることができる。

（３）　中学校は小学校卆業者に普通教育を授けるところで、これを上下２等6年１２学級に分ける。その教科は、
下等中学校は国語学、古言学、数学、習字、図画、記簿法、地学、史学、外国語、窮理学、修身学、博物学等、上等中学は以上に幾何、代数、経済、重学大意、動植物、星学大意を加える。

ただし、当分の間変則中学校を認める。また工業学校、商業学校、庶民学校等は中学の１種として認めた。庶民学校とは夜間の補習学校である。

（大学、専問学校省略）
（教員資格と試験　　　　○　　教員の事

のこと）　　　　　　　（１）　教員の資格については、

　　　　　　　　　　　　　　小学校教員は２０才以上で師範学校あるいは中学校卆業免状を持つもの。

中学教員は２５才以上で大学卆業免状を持つものと規定している。

· 生徒および試業の事

（１）　生徒の進級は１級ごとに試験の上これを認める。中・小学校の卆業試験はこれを大試験と称し学事関係者が臨席する。

（２）　優等生で学資のない者にはこれを貸与する。

（学校費用の負担　　　　○　　学費の事

と月謝など）　　　　　（１）　学校経費はすべて民費負担を原則とするもの、特に必要と認める者、例えば外人教師の給料、生徒への学費貸与金などは政府が出す。
（２）　地方教育普及奬励のため、府県委託金を設けて、民力薄弱の地方の経費を助ける。この委託金は当分の間人員１万人につき９０円の割合で支給する。

（３）　各学校は月謝を徴収する。小学校は１か月５０銭とし、別に２５銭のものも認めた。ただし一家２人就学の時は１人２５銭ずつとし、３人就学の時はその中の１人を無料とした。

学制実現のために　　　上のように学制は発布されたが、こうした学校制度をそのまま全国的に実施するには、当時の

示した９か条　　　　事情としてはいろいろな困難があった。まず第一に財政の裏付がなく、施設や教員についても適当なものを得ることは非常に困難であった。そこで文部省としては、学制を実現させるための順序９か条を指令し、その実現促進をはかった。
[image: image1.jpg][NV A4

4 D,

o

Bl b=

REgcateah:

W TS

P e

Rt

KA A LTy Sl

RO v g ko A

Rt

R4 O FlE

Tk

EENS NS EAC

ot F B OO

i
o

| TEOGE> (1% |

kR

Dedelap =t b i

ACHEN Do RS

SN T

oS BRI




